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瀞峡（新宮市熊野川町）

瀞峡（どろきょう）は、吉野熊野国立公園内の奈良・三重・和歌山にまたがる国特別名勝です。

荒々しく切り立つ巨岩とコバルトブルーの静かな水の流れに囲まれ大渓谷は、太古の自然を感じさせ

ます。

なお、歌碑には「三国にまたがる聲（こえ）やほととぎす」と記されています。
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●台風第２０号、第２１号、第２４号に伴う被害と復旧支援等について                      

 
８月下旬の台風第２０号、９月初旬の台風第２１号、そして９月末から１０月初めにか

けての台風第２４号と、立て続けに日本を襲った台風は、和歌山県にも大きな被害をもた

らしました。 

２０号では古座川町の観測所で累積雨量５４９ミリを記録する大雨が、２１号では和歌

山市で風速５７．４ｍ／ｓを記録する他、県内各地で観測史上例を見ない最大瞬間風速を

記録するなど猛烈な風が吹きました。また、２４号は田辺市付近に上陸し、串本や白浜で

過去最高潮位を記録するなど、いずれも強い勢力を持った台風でありました。 

これら３つの台風による人的被害としては、死者１名、重傷５名、住家被害としては、

全壊７棟、大規模半壊１棟、半壊１４棟、その他一部破損、床上・床下浸水など、合わせ

て２，０００棟を超える被害がありました。 

亡くなられた方の御冥福を心からお祈り申し上げますとともに、被害に遭われた方々に

は、心からお見舞い申し上げます。 

その他にも、２１号により最大２６万３千軒で停電がおこり、これに伴い約１８００戸

で断水が発生しました。また、固定電話、携帯電話が通じない地域が発生し、特に固定電

話に関してはＮＴＴの故障受付件数が４，４５０件を数えました。停電の全軒復旧までは

１１日間、固定電話は約２５日間を要しました。 
公共交通については、２１号による倒木や停電、架線の支障等の影響で、一時全線運転

を見合わせることとなり、各鉄道事業者の懸命の復旧作業にもかかわらず、特に倒木の影

響の大きかった南海高野線・ケーブルカーでは、運転再開まで２週間以上の期間を要しま

した。また、２４号では紀南エリアで倒木や土砂流入等の被害が発生し、ＪＲきのくに線

の白浜～新宮駅間は２日程度運転を見合わせることになりました。 
県管理道路については１１７か所で全面通行止め。河川については、河川管理施設約１

７０か所で被害が発生しました。また２０号による河川の氾濫により熊野川流域の新宮市

熊野川町日足地内で浸水被害が発生し、大塔川沿いの川湯温泉では平成２３年の紀伊半島

大水害を超える河川の水位上昇により、宿泊施設の１階部分が水没するなど甚大な浸水被

害に見舞われました。港湾・海岸については、１０か所で被害があり、和歌山下津港本港

雑賀崎工業団地では２１号の波浪

により施設が倒壊し、越波が大量に

工場内に流入しました。 
農林水産業関係の被害としては、

農作物等、農地・農業用施設、林業、

水産業、畜産業を合わせ約１１８億

円の被害となり、中小企業等の被害

としては、製造業、非製造業合わせ 和歌山下津港本港区（和歌山市雑賀崎）の様子 
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て約３８億円の被害となっています。 
 文化財では、世界遺産の霊場高野山や高野参詣道、

熊野参詣道をはじめ、東照宮、名勝和歌の浦、養翠

園などに被害が出ています。 
 このような被害に対し、県では直ちに早急な災害

復旧を行うため、国に応援をお願いして、中小企業

等の生業再建に向けた支援、農業用ハウス・果樹棚

等の復旧への支援、災害査定の簡素化・効率化について、この度の台風被害を支援の対象

としていただきました。 
県でも農業関係では、運転資金の融資、パイプハウスや果樹棚等の復旧への補助金を、

中小企業関係では、工場、店舗などの建物や設備の復旧に対する補助金を用意し、被災者

の事業継続や早期復旧を支援します。 
和歌山下津港本港雑賀崎工業団地などでも、この災害査定の簡素化・効率化を活用し早

急に改良復旧を行っていきます。 
今回、停電や電話の復旧には相当の日数を要しましたが、今後の対策を関西電力等と協

議し、早急な対応が可能となるよう連携を図ってまいります。 
一方、県では、平成２３年の紀伊半島大水害を契機に、大規模な出水が予測される場合

には、河川管理者の判断によりダムの水位を予め低下させるため事前放流を行えるよう関

西電力株式会社の協力により協定を締結しています。事前にダムの空き容量を確保するこ

とで関係地域の浸水被害をできるだけ軽減するよう取り組んでおり、今回の２０号におい

ても、七川ダムでは異常洪水時防災操作（流入量と放流量を同じにせざるを得ない操作）

を回避することができ、下流沿川地域の浸水被害を軽減することができました。 
３つの台風により多くの被害に見舞われましたが、今回の被害や対応を教訓に、今後発

生が予想される南海トラフ地震をはじめ、風水害・土砂災害への備えを万全なものとし、

「災害による被害者ゼロ」の実現に向け取り組んでまいります。 
 

●きのくにプログラミング教育フォーラムを開催しました             
 
県では、インターネットやＡＩ（人工知能）の

発達に伴い高度情報化が進展する中、これからの

社会を生きる子供達に必要となるプログラミン

グ的思考の育成とプログラミング教育の在り方

についての協議等を行う「きのくにプログラミン

グ教育フォーラム」を開催しました。 

このフォーラムには、県内小・中・義務教育学校、高等学校及び特別支援学校の教職員、

県内市町村教育委員会のＩＣＴ教育担当者等、４１４名が参加。生徒達が実際にプログラ 

鈴木寛氏による講演の様子 

大きく破損した三断橋（和歌の浦） 
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ミングに授業を受けている様子を参観したり、教員がプログラミングの授業を体験したり

し、今後の指導方法等の研究に役立てました。 

フォーラムでは、鈴木寛文部科学大臣補佐官から「Ｓｏｃｉｅｔｙ５．０に向けた教育

の在り方～社会が変わる、学びが変わる～」と題した講演がなされました。その後、きの

くにＩＣＴ教育モデル校管理職、きのくにＩＣＴ教育ワーキンググループ会議メンバー、

市町村教育委員会指導主事、アドバイザーなどが集まり「プログラミング教育をいかに進

めるか」の熟議が行われました。 

そして、「プログラミング授業実践講座」では、タブレット端末上でビジュアル型プロ

グラミング言語（※）を用いてプログラミングを組み立てることにより、順次処理、反復、

条件分岐を学ぶ教室と、ビジュアル型プログラミング言語を用いて意図する動きをプログ

ラミングし、ロボットを動かす教室に分かれ、それぞれの授業を体験しながら、今後の指

導方法等が検討されました。 

本県では今年度から「きのくに

ＩＣＴ教育」をスタートさせてい

ます。将来、この教育を受けた子

供達の中から、ＩＴ分野でリーダ

ーとなるような人材を輩出する

ことを目指しており、そのために

は、教員の指導力を向上させる必

要があります。 

今後もこのようなフォーラム

の開催等により、本県がＩＴ先進

県となるための体制整備に努め

てまいります。 

※ビジュアル型プログラミング言語とは・・・視覚的な操作でプログラミングが可能なプログラミング言語 

 

●和歌山県立医科大学薬学部の実施設計が完了しました                      

 
平成２９年８月３１日に、県、和歌山市、公

立大学法人和歌山県立医科大学の３者で協定

を締結し、設置に向けた準備を進めている和歌

山県立医科大学薬学部について、薬学部校舎の

実施設計がこのほど完了しました。 

今後、入札手続を経て、平成３１年１月から

建設工事を始めます。 

薬学部校舎は、延べ床面積が約２万６千平方 
薬学部校舎（東側からの外観イメージ） 

（※） 
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メートルで、体育館や講義室、食堂などが入る

５階建ての北棟と、研究室などが入る地上１１

階、地下１階建ての南棟で構成されており、両

棟の３～５階部分を図書室等でつなぐ設計と

なっています。 

薬学部は６年制で、定員は各学年１００人の

計６００人、教員数は６０人程度、１８の研究

室などを設ける計画となっています。医療人と

しての総合的な知識、技能、態度を供えた指導的役割を果たす薬剤師、薬学の専門的知識

を活かし医学と連携した研究を行う薬剤師を養成します。 

薬学部設置は、医療系総合大学として充実し、大学教育や研究、地域医療の発展に大き

く貢献するとともに、卒業生の県内定着による地域医療を担う人材の育成、県内進学の選

択肢の増加と若者の都市部流出の抑制、学生や教職員と地域の人々との交流、様々な経済

活動の営みによるまちの賑わいの創出を目的としています。 

 ※ラーニングコモンズ とは・・・図書館などに設けられる総合的な自主学習のための環境で、従来から

ある書籍の閲覧だけでなく、グループ学習や討論会など様々な学習形

態の活用に対応できます。 

 

●和歌山県立医科大学が米国大学との共同研究で新しいオピオイド鎮痛薬を開発                     

 
この度、和歌山県立医科大学医学部薬理学講座では、米国ウェイクフォレスト大学等と

の共同研究において、新しいオピオイド鎮痛薬の開発に成功し、同講座の木口倫一講師と

岸岡史郎教授からその内容が発表されました。 

モルヒネに代表されるオピオイド鎮痛薬は、がん患者の痛みを緩和するために不可欠で

すが、それらによる副作用や過剰摂取による死者の発生など、その使用については世界中

で問題となっています。 

県立医大薬理学講座らの研究

グループは、モルヒネの作用点で

あるμ（ミュー）オピオイド受容

体と、それと同じ種類に属するノ

シセプチン受容体の両者に作用

する新しい化合物（ＡＴ－１２

１）を開発しました。 

県立医大では、サルを用いた実

験においてＡＴ－１２１はモル

ヒネの約１００倍強力な鎮痛効 

ラーニングコモンズ（※）の内観イメージ 
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果を有しており、その一方で呼吸抑制や痒みなどの副作用はほとんど生じないことを明ら

かにしました。さらに、ＡＴ－１２１は反復投与しても依存・耐性が形成されず、不正使

用による乱用の恐れも少ないと考えられます。 

 今回の発見をもとに新しい仕組みによる安全かつ依存性のない鎮痛薬が実用化されれ

ば、痛みを抱えるがん患者の皆さんにとって福音となるとともに、オピオイド鎮痛薬の乱

用防止にもつながり、国際社会において極めて大きい波及効果をもたらすと考えられます。 

 

●和歌山県立博物館で西行法師生誕９００年記念特別展を開催                     

 
この度、鎌倉時代の勅撰和歌集「新古今和歌集」に最多とな

る９４首の歌が収められていることで有名な本県の偉人、西行

法師の生誕９００年を記念して、特別展「西行－紀州に生まれ、

紀州をめぐる－」を県立博物館で１０月１３日（土）～１１月

２５日（日）まで開催しています。 

今回は、３年に１度、博物館の機能強化を目的として開催さ

れる大規模特別展となっており、国宝１０件、重要文化財１２

件、重要美術品２件などを含む、全１８４件、２８２点の西行

にかかわる文化財や西行ゆかりの故地に残された文化財等の

資料を展示し、西行の事績と足跡をたどる催しとなっています。 

西行は、当時田中荘・池田荘（現在の紀の川市）で隆盛を誇っていた領主、佐藤氏に生

まれています。１８歳の頃、都に上り左衛門尉として任官し、北面の武士となり鳥羽上皇

に仕えていましたが、２３歳で出家します。出家後は仏道修行よりも歌道が主となり、諸

国行脚の日々を送り歌人として有名になり、多くの人から尊崇を受けました。 

西行の和歌は、花や月、恋などを題材としたものが多いことも特徴的ですが、何より実

際に各地を訪れてその情景を巧みに詠み込んでいる点に一番の魅力があると考えられま

す。和歌山に関係する西行の和歌も約８０首の存在が知られています。 

特別展「西行－紀州に生まれ、紀州をめぐる－」のみどころを紹介いたします。 

 

＜様々に表された西行の肖像を紹介＞ 

西行は彫刻や絵画、焼き物など様々な形で表され、ま

たその姿も実に多彩です。また、縁の故地では多くの場

合、西行像が祀られています。 

＜様々な歌集から西行の和歌を紹介＞ 

歌人として著名な西行。西行自選の歌集や西行の和歌

が採用された勅撰和歌集を取り上げ、歌人としての西行

のを紹介しています。 

なお、俳聖として世に名高い松尾芭蕉は、西行を慕い

師として尊敬しており、「奥の細道」は、西行の足跡を 
西行法師行状絵巻 センチュリーミュージアム蔵 

西行坐像 弘川寺蔵 
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 巡るために行われ、西行の５００回忌に旅が始められています。 

＜西行の生涯を描いた絵巻物を紹介＞ 

  西行は没後すぐに伝説化されています。西行の出家から入滅までを描いた「西行物語絵巻」から多種多

様な物語により、西行の事績、エピソードを紹介します。 

＜連続講座と西行学会大会を開催＞ 

  特別展会期中に西行学会会員による連続講座「西行 再発見！」を実施します。 

  また、これに合わせて、西行学会大会が開催され、記念講演、座談講演、研究発表、シンポジウムが開

催されます。 

  西行研究の第一人者たちによる連続講座やシンポジウムを通じて、西行の魅力、また最新の研究成果等

を学んでいただけます。 
 

本県では、２０２１年に国民文化祭、全国障害者芸術・文化祭、全国高等学校総合文化

祭和歌山大会の開催を控えています。今回の「西行展」を通じ、和歌山の芸術・文学を県

内外に発信するとともに、県民の文化芸術活動への参加気運を高めてまいります。 

ふるさとの偉人の足跡をたどり、文化の秋を楽しんでみてはいかがでしょうか。 

詳しくはホームページをご覧ください。 

  ＵＲＬ： http://www.hakubutu.wakayama-c.ed.jp 

 

●第５回東アジア農業遺産学会を開催しました                      

 
日本・中国・韓国を中心と

する東アジア地域の農業遺産

研究者が一堂に会し、農業遺

産の保全と活用に関する情報

を交換するとともに、関係者

間の交流をめる「第５回東ア

ジア農業遺産学会」を８月２

６日～２９日に、みなべ・田

辺地域で開催しました。 

「世界農業遺産と持続可能な社会」をテーマとするこの学会には、日本、中国、韓国な

ど東アジア地域の農業遺産に関する研究者、国際連合大学、国連食糧農業機関の他、農業

遺産認定地域で保全・活用に関する取組をしておられる方々や、みなべ・田辺地域の関係

者、約４００名が参加しました。 

学会は、みなべ・田辺地域世界農業遺産推進協議会会長である小谷みなべ町長、知事、

神山近畿農政局長による挨拶で開会しました。国連食糧農業機関ＧＩＡＨＳ事務局長の遠

藤芳英氏、東アジア農業遺産学会名誉議長の武内和彦氏、農林水産省農村環境課長原孝文

氏の他、中国、韓国の農業遺産関係者からの講演、東アジア地域の研究者による世界農業

遺産に関する研究事例の紹介、世界遺産「みなべ・田辺の梅システム」に関する現地見学 

武内東アジア農業遺産学会名誉議長ら学会参加者と知事 
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など４日間にわたり開催しました。 

平成２７年に世界農業遺産に認定された「みなべ・田辺の梅システム」は、およそ４０

０年前から受け継がれてきた持続可能な梅を中心とする農業システムで、山の斜面に薪炭

林を残しつつ梅林を配置することで、山の保水力を高め崩落防止等の機能を持たせながら、

高品質な梅が生産されていることや、梅の花の受粉におけるニホンミツバチの利用や、里

山・里地の自然環境保全により、豊かな生物多様性を維持していることなどが高く評価さ

れています。 

平成２６年から中・日・韓の３か国の持ち回りで開催され、５回目を迎える今回の学会

開催にあたり、メディアを最大限に活用した対外的な情報発信にも力を注ぎ、「みなべ・

田辺の梅システム」をはじめとする世界農業遺産の認知度向上を図るとともに、農業遺産

システムによって育まれる農林水産物等をＰＲすることで、消費拡大や農山漁村地域の活

性化つながる取組となりました。 

 

●世界で活躍する海外の若手シェフが和歌山県産食材の産地視察に来県            

 
世界一の若手料理人（３０歳以下）を決める国際料

理コンクール「サンペレグリノ ヤングシェフ」で優勝

したシェフ２名が和歌山県産食材の産地視察のため来

県しました。 

県では、鮎、醤油、酢、梅、漆器などの本県特産品

の生産現場に２人を案内し、生産者の方々との交流を

支援するとともに、（株）料理通信社と協力して、視

察の様子をｗｅｂ記事に掲載し、県産食材の魅力を世界

に発信しました。 

今回来県されたのは、同コンクールの第１回優勝者マ

ーク・モリアティさん（２６歳 アイルランド）と第２回

優勝者ミッチ・リーンハードさん（３１歳 アメリカ）で、

第３回大会で優勝した日本人シェフが国内大会で使用し

た古座川産の鮎に興味が湧き、この度来県に至ったそう

です。 

今回、食材の他にも紀州漆器の視察に訪れ「軽くて薄

く、使いやすそう」、「小さな漆器の箱にトリュフチョ

コを入れて出せたら素敵だね」と笑顔で語るほか、「グ

ローバル社会によってトレンドが似通ってきている中、

和歌山には独自性が多く存在する。地域の伝統文化を見

直す必要がある」と語っておられました。 

丸正酢醸造元での視察の様子 

当日出された鮎料理 

堀河屋野村での視察の様子 
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●国連世界観光機関（ＵＮＷＴＯ）事務局長が来県                     

 
この度、国連世界観光機関（ＵＮＷＴＯ）のズ

ラブ・ポロリカシュヴィリ事務局長が来県し、和

歌山市、湯浅町、田辺市等を視察のあと、白浜温

泉で宿泊されました。 

国連世界観光機関は、１９７５年に設立された

観光に関する唯一の国際観光機関として、世界の

観光振興を図るべく、観光政策に関する意見交換、観光分野での技術協力、観光統計の整

備、各種セミナー等を実施している組織です。 

ズラブ事務局長は、外務省による対日理解を目的とした閣僚級招聘プログラムで、東京

で開催されたツーリズムＥＸＰＯジャパン２０１８に合わせて来日されました。東京都内

の視察のあと奈良県を経由し和歌山まで足を延ばされました。 

ズラブ事務局長が和歌山県を訪れるのは今回が２回目のことで、前回は、平成１４年に、

国際協力機構（ＪＩＣＡ）青少年交流事業の一員として来県されており、その際、和歌山

市内でホームステイをしています。そのとき受けた歓待が印象深く、言葉や文化が違って

も気持ちで分かち合えた経験が、他国の歴史や文化を尊重し合う今の仕事に生かされてい

ると、和歌山での経験をとても大切にしておられるとのことです。 

今回の来県もその際のホームステイでお世話になった家族に面会するためでもあったそ

うです。 

県内では、湯浅町伝統的建造物群保存地区、秋津野ガルデンを視察後、白浜温泉に宿泊

されました。宿泊地では、知事主催の夕食会によりズラブ事務局長を歓迎し、漆器のプレ

ートを記念品として贈呈しました。 

 

●田辺市熊野ツーリズムビューローが｢第１０回観光庁長官表彰｣を受賞しました                     

 
観光庁が、魅力ある観光地づくりやその魅力の発

信、訪日外国人観光客の誘致など、観光振興に貢献

し、その業績が顕著な個人や団体に対して行う「観

光庁長官表彰」において、この度、田辺市熊野ツー

リズムビューロー（多田稔子会長）の受賞が決定し、

１０月１日に表彰式が開催されました。 

観光分野の表彰の中では最も名誉ある賞で、県内

では初めての受賞となります。 

田辺市熊野ツーリズムビューローは、平成１７年に設立され、地域住民と連携した着地

型観光によるまちづくりや海外に向けた情報発信を積極的に展開しており、平成２２年１ 

湯浅角長での視察の様子 

熊野古道の様子 
（写真提供：田辺市熊野ツーリズムビューロー） 
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０月に、海外個人旅行に対応できる着地型旅行業を開業しました。また、同時期に旅行サ

イト「ＫＵＭＡＮＯ ＴＲＡＶＥＬ」において、独自の「予約決済システム」を導入し、

ワンストップでの観光客の受入を可能にしています。 

欧米やオーストラリアをターゲットとした滞在型プログラムを多数企画・販売のほか、

受入地のレベルアップのために、熊野古道看板・観光施設内展示等への英語表記、指さし

ツールの作成、外国人スタッフによる観光客対応レベルアップセミナーを実施するなど、

外国人受入環境整備を牽引するとともに、外国人宿泊客を急増させています。 

 この度の受賞は大変喜ばしいことです。今後も県内外の観光事業者等と切磋琢磨しなが

ら、和歌山を訪れる観光客の皆さんに心のこもったおもてなしを期待いたします。 

 

●第１８回アジア競技大会で優秀な成績を収めた選手が知事を表敬訪問                      

 
８月１８日～９月２日に開催された第１

８回アジア競技大会において、金メダル、

銀メダルを獲得されたスケートボード競

技、ボウリング競技、ソフトテニス競技の

選手の皆さんが知事を表敬訪問しました。 

スケートボード競技の女子パークで金メダルを獲

得したの四十住さくら選手は、近年数々の世界大会で

優勝や上位入賞を果たし、現在、東京オリンピックの

出場は勿論、金メダルも期待される選手です。 

ボウリング競技の男子トリオ戦で金メダルを獲得

した和田翔吾選手、安里秀策選手は、個人戦、チーム

戦ともに日本、アジアで優秀な成績を収めています。

以前も同じチームでアジア大会優勝を果たし、表敬訪

問されました。 

ソフトテニス競技国別対抗戦で銀メダルを獲得し

た増田健人選手は、平成２７年の和歌山国体の成年男

子のチャンピオンです。その後も日本国内の大会で優

勝をはじめ上位入賞を果たしています。 

第１８回アジア競技大会で和歌山県の選手は、 

フェンシング競技の東晟良選手、柔道競技の山本沙羅選手、ホッケ

ー競技の田中健太選手の金メダルを含め、金メダル５個、銀メダル

１個、銅メダル２個、その他入賞など素晴らしい活躍をされました。 

県内の練習場整備などにより、今後も世界を舞台に活躍される皆

さんを応援してまいります。 

アジア競技大会で優秀な成績を収めた皆さんと知事 

スケートボード競技の四十住選手 

和田翔吾選手（左）と安里秀策選手（右） 
（ボーリングジャーナル提供） 

ソフトテニス競技の増田選手 
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●スポーツ、文化の分野で活躍した高校生が知事を表敬訪問                      

 
今年の全国高等学校総合文化祭等

で３位までに入賞した各部の選手２

９名と、全国高等学校総合体育大会等

において３位までに入賞した選手１

１名の高校生が９月１２日、知事を表

敬訪問しました。 

生徒の皆さんは、それぞれ大会の結

果報告とともに、喜びの声を届けてく

れました。 

文化部門では、全国パソコン技能競

技大会日本語ワープロ競技大会の団

体競技で９連覇を果たした那賀高等

学校と、その那賀高校を個人戦で破り

優勝を果たした和歌山商業高等学校

の生徒が、共にそれぞれ日々の練習を重ねて腕を磨いている様子を語ってくれました。ま

た、「化学の甲子園」と呼ばれる化学グランプリで優勝を果たした向陽高等学校の生徒か

ら、４時間ひたすら実験を行うという過酷な試験内容が語られると、一同からどよめきの

声が上がっていました。 

スポーツ部門では、女子フルーレ団

体で、和歌山北高等学校が、先日のア

ジア大会で、日本の団体戦優勝に貢献

した東選手が卒業したあとも見事優

勝を果たし、その健在ぶりアピールし

てくれました。そのメンバーでもある森田さんは、生徒を代表して「この結果に満足せず、

努力を続けていきます」と述べてくれました。 

生徒の皆さんには、引き続き自身の道に情熱を傾け、将来、和歌山県を担う素晴らしい

人材に育っていただきたいと思います。 

 

【文化部で優秀な成績を収めた生徒の皆さん】（敬称略） 

○第４２回全国高等学校総合文化祭 

＜産業（工業）部門＞ 

Basic Class 優勝 紀北工業高校ものづくり研究部 玉置 拳斗（１年） 

Basic Class 準優勝 紀北工業高校ものづくり研究部 堀田 顕大（１年） 

Advanced Class 準優勝 紀北工業高校ものづくり研究部 西 祐利（２年） 

文化部で優秀な成績を収めた皆さんと知事（上下） 

スポーツ部門の大会で優秀な成績を収めた皆さんと知事 
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○第４２回全国高等学校総合文化祭（続き） 

＜将棋部門＞男子団体戦３位 桐蔭高校囲碁・将棋部３名 

  松本 匠平（２年）林 亮祐（２年）杉山 俊（１年） 

＜放送（朗読）部門＞審査員特別賞（２位相当） 海南高校美里分校放送同好会 岡 香琳（３年） 

○ソーラーカーレース鈴鹿２０１８ チャレンジクラス優勝 

○Ene-1 GP SUZUKA2018 KV-BIKE クラス３位（高等学校部門） 紀北工業高校ものづくり研究部４名 

木村 裕貴（３年）西 祐利（２年）堀田 顕大（１年）池上 大稀（１年） 

○第３２回全国パソコン技能競技大会 日本語ワープロ競技大会 

 団体優勝・文部科学大臣賞、個人２位 那賀高校情報部９名 

  山田 雲斗（３年）深瀬 仁奈（３年）北邨 帆乃美（３年）山本 果奈（３年）山田 和実（３年） 

平野 朋花（３年）大島 佳暖（２年）乾 ゆうか（２年）大山 梨央（２年） 

 団体２位、個人優勝・文部科学大臣賞 和歌山商業高校ワープロ部３名 

  岩崎 恵（２年）大住 飛彩（３年）宿院 遙（２年） 

○化学グランプリ２０１８ 科学部門  大賞（１位） 向陽高校理学部 中谷 剛人（３年）       

○第２９回全国高等学校アマチュア無線コンテスト 

  高校シングルオペレータ 144MHz 部門優勝 和歌山工業高校電波研究部 上山 駿（２年） 

高校シングルオペレータ 430MHz 部門準優勝 和歌山工業高校電波研究部 田川 廉（３年） 

高校シングルオペレータ５０MHz 部門準優勝 和歌山工業高校電波研究部 栗山 歩（２年） 

○第２５回全国高等学校写真選手権大会 写真甲子園２０１８ 優勝 

 神島高校写真部３名  松下 莉子（３年）平阪 瑠菜（３年）岡田 あかり（３年） 

○第２３回全日本高校・大学生書道展 かな部門大賞 和歌山市立和歌山高校書道部 木村 さくら（１年） 

 

【全国高校総体等で優秀な成績を収めた生徒の皆さん】（敬称略） 

○フェンシング 

女子フルーレ団体 優勝 和歌山北高等学校 福塚 世帆（３年）森田 明日香（３年）巾下 栞奈（２年）

個人女子フルーレ 第２位  和歌山北高等学校 巾下 栞菜（２年） 

○レスリング  

個人男子８０kg級 第２位 和歌山北高等学校 内田 貴斗（３年） 

○自転車 

男子スクラッチ 第２位 和歌山北高等学校 石塚 慶一郎（２年） 

 女子 500M タイムトライアル 第３位 和歌山北高等学校 布居 光（３年） 

○アーチェリー 

個人女子 第２位 和歌山高等学校 朝木 倫（３年） 

○少林寺拳法 

男子組演武 第２位 神島高等学校 尾崎 奨馬（３年）小西 翔太（３年） 

 男子単独演武 第３位 粉河高等学校 向井 心（３年）  

○ボウリング 

男子個人 第２位 和歌山北高等学校 坂原 慎平（２年）                         
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●ねんりんピック紀の国わかやま 2019 開催に向けた取組                      

２０１９年１１月９日（土）～１２日（火）の開催まで、あと４００日を切り、開催に

向け着々と準備を進める「ねんりんピック紀の国わかやま２０１９」について、続報をご

紹介いたします。 

 

＜啓発ウェアと大会公式ピンバッジが販売中＞ 

現在、スタイリッシュな「啓発ウェア」と、かわいいきいちゃんの

「大会公式ピンバッジ」を販売しています。 

株式会社ミズノが販売する「啓発ウェア」の左胸には、２８種類の

中から選んでいただいたきいちゃんのが刺繍入ります。なお、受注生

産のため納品まで通常１か月程度かかります。 

「大会公式ピンバッジ」は、きいちゃんを象った蝶タックピン式の

通常タイプと、衣類に穴が空かないマグネットタイプをご用意しています。 

共に、「ねんりんピック紀の国わかやま２０１９」の開催を広くＰＲするため多くの方々

に着用いただきたいと思います。 

 

＜大会ボランティアを募集しています＞ 

 「ねんりんピック紀の国わかやま２０１９」に、全国から来県される方々を

おもてなしの心で温かく歓迎し、大会の運営をお手伝いいただくボランティア

の募集を行っています。 

 活動内容は、来場者の受付・案内、式典・イベントの運営補助、弁当の配

布・回収、アンケート調査、選手団の歓送迎・案内などで、募集人員は１，

８００人程度の予定です。 

詳しくは、ねんりんピック紀の国わかやま２０１９の大会公式ウェブサ

イトを開設しておりますのでそちらをご覧ください。 

公式ウェブサイトＵＲＬ https://nenrin-wakayama2019.jp/ 

 

 
ねんりん 和歌山 

マグネットタイプ（30mm×22mm） 
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●和歌山県産の「有田みかん」と「醤油」を使用した商品が販売中                     

 
県では、わかやま産ブランドの向上と販路開拓を目的として、大手メーカーに県産品を

採用してもらえるよう、さまざまな取組を行っています。 

現在、日本ルナ株式会社から「有田みか

ん」果汁を使用した『バニラヨーグルト 和

歌山県産 有田みかん』が大好評につき再登

場しています。 

この商品は、伊藤農園で収穫されたみか

んのみを使用しており、みかんの酸味とま

ろやかな甘みが楽しんでいただけます。３

月頃まで販売される予定です。 

次に、サンヨー食品株式会社から県産の「醤油」

を使用した商品が『サッポロ一番 名店の味』ブラ

ンドで販売中です。 

『サッポロ一番 名店の味』ブランドは、日本全

国の名店の味を手軽に味わえるカップ麺としてス

ープの味にこだわったシリーズで、今回は、和歌山

ラーメンの有名店「井出商店」の味わいを店主監修

のもと再現しています。 

 この商品では、濃厚な豚骨のうまみと県産「醤油」の芳醇なコクとうまみが相まって奥

深い味わいのスープを楽しんでいただけます。こちらは、通年販売されています。 

どちらの商品も全国の量販店、コンビニエンスストアでお買い求めいただけますので、

県産品の味をたっぷりお楽しみください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

バニラヨーグルト 和歌山県産 有田みかん 

サッポロ一番 名店の味 井出商店 和歌山濃厚豚骨醤油 
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●ふるさと和歌山応援寄附(ふるさと納税)の御案内                   

 

ふるさと和歌山応援寄附は、「ふるさと和歌山を大切にしたい」、「和歌山を応援した

い」という思いを具体化するための制度です。これまで多くの御寄附と力強い応援メッセ

ージを数多くいただいております。 

県では、ふるさと和歌山応援寄附を「世

界遺産『紀伊山地の霊場と参詣道』の保全

や活用」や「がん対策の充実」、「生涯ス

ポーツ・文化の振興」など１０の分野で活

用させていただいております。 

御寄附につきましては、郵送や振込みで

行うことができますが、クレジットカード

で行う場合は、ふるさと納税総合サイト

「 ふ る さ と チ ョ イ ス 」

（ https://www.furusato-tax.jp/city/p

roduct/30000）のサイト上で、簡単に申

込みとクレジットカードによる決済を行

うことができますので御利用ください。 

和歌山県外にお住まいの方のみ対象と

なりますが、1万円以上の御寄附をいただ

いた方には、プレミア和歌山の事業者に御

協力をお願いした 54 品目の返礼品の中か

ら１品をお選びいただきお届けしていま

す。 

また、インターネット限定で、２万円以

上の御寄附をいただいた方には、54 品目

又は特別メニューとして、和歌山特産みか

ん、いちご等の果物や熊野牛をお選びいた

だけますので、和歌山県が誇る優良産品

（プレミア和歌山）を是非御堪能くださ

い。 

また、返礼品とは別に、御希望の方に「和歌山ファンクラブ」（和歌山県観光連盟所管）

への入会権を贈呈しています。御入会いただくと、観光情報誌「紀州浪漫」の送付など、

魅力ある特典がございます。お申し込みはふるさとチョイスからお願いします。 

ふるさと和歌山応援寄附についての詳細は、和歌山県のホームページ上の「ふるさと和

歌山応援サイト」に掲載していますので、是非御覧ください。 

これからも、ふるさと和歌山応援寄附に御協力いただきますよう、お願い申し上げます。 

 

単身者の場合 夫婦、子　2人の場合
給与収入 寄附金額目安 給与収入 寄附金額目安

300万円 31,000円 300万円 4,000円

400万円 46,000円 400万円 17,000円

500万円 67,000円 500万円 33,000円

600万円 84,000円 600万円 53,000円

700万円 118,000円 700万円 75,000円

800万円 141,000円 800万円 109,000円

900万円 164,000円 900万円 132,000円

1,000万円 188,000円 1,000万円 157,000円

1,500万円 394,000円 1,500万円 355,000円

2,000万円 572,000円 2,000万円 532,000円

自己負担額 2,000円を超える金額が全額控除される寄附金額の

目安は右表のとおりです。

【注意】

下の表はあくまでも目安としてお考えください。

全額控除される寄附金額の目安

○寄附金控除のしくみ
（例）

所得税
約800円

住民税
約7,200円

適用下限額
約2,000円

寄附金10,000円の場合

控除額合計約8,000円
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                         お 知 ら せせ 

 

お礼の品一覧 

 

１品お選びいただけます！ 
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お 知 ら せ                           
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お 知 ら せ                            
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                         お 知 ら せせ 

 

 
 

ふるさと和歌山応援サイト   

   
https://www.pref.wakayama.lg.jp/prefg/010500/furusato/ 

 

 ふるさと納税総合サイト「ふるさとチョイス」 

   

https://www.furusato-tax.jp/city/product/30000 
－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－ 
★お問合せ・申込窓口★            ☆お問合せ窓口☆ 
〒640-8585                  〒102-0093 
和歌山市小松原通一丁目１番地         東京都千代田区平河町 2-6-3 
総務部総務管理局税務課            都道府県会館12階 
担当 工藤、田村、宮本            和歌山県東京事務所 
電話 073-441-2186(直通)           担当 宮本 
FAX  073-423-1192              電話 03-5212-9057 

E-mail: furusato-ouen@pref.wakayama.lg.jp   FAX  03-5212-9059 
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ふるさと歳時記                              

 
 イベント情報(１０月中旬～１１月中旬) 
 

期間 行事名 場所 問い合わせ先 

10 月下旬 稲むらの火祭り 広川町・広川町役場前 
稲むらの火祭り実行委員

会 0737-63-6283 

10 月下旬 官省符まつり 九度山町・丹生官省符神社 
丹生官省符神社 

0736-54-2754 

10 月下旬 吉田祭、宮子姫時代行列 御坊市・吉田八幡神社 
吉田八幡神社 

0738-53-0630 

10 月下旬 あげいん熊野詣 那智勝浦町・那智山 
那智勝浦町観光協会 

0735-52-5311 

10 月下旬 青洲まつり 紀の川市・青洲の里 
紀の川市商工観光課 

0736-77-2511 

11 月上旬 御書祭 白浜町・湯崎周辺と山神社 
白浜観光協会 

0739-43-5511 

11 月上旬 那智七福大黒祭 
那智勝浦町・ 

那智山青岸渡寺 

那智山青岸渡寺 

0735-55-0404 

11 月上旬 加太の紅葉鯛祭り 
和歌山市・ 

加太おさかな倉庫 

加太観光協会 

073-459-0003 

11 月上旬 紀州漆器まつり 海南市・黒江川端通り 
紀州漆器まつり実行委員

会 073-482-0322 

11 月上旬 野中の獅子舞 田辺市・中辺路町 
中辺路町観光協会 

0739-64-1470 

11 月上旬 上野の獅子舞 田辺市・下川の春日大社 
ふるさと富里まつり実行

委員会 0739-63-0001 

11 月上旬 熊野古道絵巻行列 田辺市・中辺路町高原 
中辺路町観光協会 

0739-64-1470 

11 月上旬 太地浦くじら祭り 太地町・ふれあい広場 
太地浦くじら祭実行委員

会 0739-59-2335 

11 月上旬 
芳養八幡神社秋祭 

（流鏑馬、駆け馬など） 
田辺市・芳養八幡神社 

田辺観光協会 

0739-26-9929 

11 月上旬 
住吉踊 

（長野八幡神社例祭） 
田辺市・長野八幡神社 

田辺観光協会 

0739-26-9929 

11 月中旬 紅葉祭 那智勝浦町・熊野那智大社 
熊野那智大社 

0735-55-0321 

11 月中旬 堅田八幡神社例大祭 白浜町・堅田八幡神社 
白浜観光協会 

0739-43-5511 

11 月中旬 田辺・弁慶映画祭 田辺市・紀南文化会館 
田辺市観光振興課 

0739-26-9929 

11 月中旬 翔龍祭 田辺市・龍神ドーム 
龍神行政局産業建設課

0739-78-0830 

11 月中旬 有間皇子まつり 海南市・藤白神社 
藤白神社 

073-482-1123 
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                         ふるさと歳時記  

 
自然・風物情報(１０月中旬～１１月下旬) 

 

時期 自然・風物名 場所 問い合わせ先 

10 月下旬 ユズ初しぼり 古座川町・平井 古座川ゆず平井の里 

0735-77-0123 

11 月上旬 富有柿の収穫 かつらぎ町 ＪＡ紀北かわかみ 

0736-42-5361 

11 月上旬 有田みかん出荷始まる 有田市・ＪＡありだ ＪＡありだ 

0737-53-2311 

11 月上旬 アサマリンドウ咲く みなべ町・清川天宝神社 みなべ町清川公民館 

0739-76-2250 

11 月上旬 橋杭岩ライトアップ 串本町・橋杭 串本町産業課 

0735-62-0557 

11 月上旬 ジャバラ収穫始まる 北山村 北山村観光協会 

0735-49-2119 

11 月上旬 和歌山城のこも巻き 和歌山市・和歌山城公園 和歌山城整備企画課 

073-435-1044 

11 月上旬 四季桜 満開 白浜町・湯崎 白浜観光協会 

0739-43-5511 

11 月上旬 
ジャンボクリスマスツリーお

目見え 
和歌山市・ 

和歌山マリーナシティ 
和歌山マリーナシティ 

0570-064-358 

11 月中旬 串柿づくり最盛期 かつらぎ町・四郷地区 かつらぎ町観光協会 

0736-22-0300 

11 月中旬 
白良浜 

防砂ネットで冬支度 白浜町・白良浜海水浴場 白浜観光協会 

0739-43-5511 

11 月中旬 布引だいこん出荷最盛期 和歌山市布引 海草振興局農業水産振興

課 073-441-3380 

11 月下旬 福定の大銀杏色づく 田辺市・中辺路町 中辺路町観光協会 

0739-64-1470 

11 月下旬 子授け大銀杏色づく 古座川町・光泉寺 古座川町産業建設課 

0735-72-0180 

11 月下旬 紅葉見ごろ 県内各所 
和歌山市・紅葉渓庭園 

田辺市・奇絶峡 
新宮市・瀞峡 

和歌山城整備企画課 

073-435-1044 

田辺観光協会 

0739-26-9929 

熊野交通（株） 

0735-22-6220 
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～編集後記～ 

 

今月号のトピックスで先の台風による被害状況についてお知らせしましたが、被災後

鉄道や主要な道路はもちろん、県内各地でどんどん復旧が進んでいます。 

今回大きな被害を受けた田辺市本宮町からも明るい話題が届きました。 

世界遺産の一部に登録されている「つぼ湯」の営業が再開され、冬の風物詩として知

られる川湯温泉の「仙人風呂」が今年も開設されるとのことです。 

 熊野古道も一部を除き通行ができますし、また、熊野本宮温泉郷の宿泊施設も営業を

開始しています。 

皆さん、安心してまた和歌山にお越しください。お待ちしております。 

 

  知事室秘書課長  生駒 享 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 和歌山だよりに対するご意見・ご感想をお聞かせください。また、皆様がお持ちの和歌
山に関する情報をご提供ください。今後、皆様のお声を紙面づくりに活かしていきたいと
考えています。 
 （下記のＦＡＸ（様式自由）、Ｅ-Mail 等でお願いします。） 

  ■FAX 073-422-4032  

  ■E-mail e0001003@pref.wakayama.lg.jp 

  和歌山県のホームページ   https://www.pref.wakayama.lg.jp/   

ふるさと和歌山応援ｻｲﾄ httｐs://www.pref.wakayama.lg.jp/prefg/010500/furusato/   
                   2018 年（平成 30 年）１０月 Nｏ.１２６ 
   *個人情報につきましては、「和歌山だより」       和歌山県 秘書課 
     の発行以外の目的には、使用いたしません。       〒640-8585 和歌山県和歌山市小松原通１－１ 
                      TEL 073-441-2022 

★「和歌山だより」Ｗeｂ版を和歌山県ホームページにアップしています。Ｗeｂ版

ならではの美しい画面を楽しんでいただけますので是非御覧ください。 

 


